
生団連ニュースレターでは、「国民の生活・生命を守る」という使命のもと、
様々な活動に取り組む生団連の最新情報を皆様にお伝えしています。

生団連ニュースレター Vol.74

ニュースレター

2019年度 第3回常務理事会・理事会合同会議

第5回企業部会幹事会

各重点課題の活動状況の報告に加えて、研究課題であ
る「今年度のIR（カジノ）に関する政府・自治体の動き」
と、昨今世界的な問題となっている「海洋プラスチック」につ
いての報告も行いました。消費者部会で出されたご意見も
取り入れつつ、調査研究をさらに進めてまいります。

12月6日(金)に開催した本会議では、59名の役員会員(代理出席含む)が出席し、「2019年度活動

状況」を中心に、「『地域生団連』構想～『埼玉県生団連』発足準備」などについて報告しました。

各議題について活発な意見交換がなされ、承認決議が行われました。

【主なご意見】

■外国人の受入れ体制整備を企業としても真剣に

取り組まなければいけない

■受益者負担の議論も必要。地域生団連として

地域の方々の意見を集約してほしい。

▲三浦瑠麗先生(国際

政治学者、シンクタンク山猫

総合研究所 代表)

「わが国の安全保障を問う」

という題で講演いただきました

2019年12月号

【主なご意見】

■「国家財政の見える化」の実現に向けて

⇒３年の予算シーリングなどを進める前提として、まず複雑な現

状をしっかりと整理して欲しい。

■「生活者としての外国人」の受入れ体制の構築に向けて

⇒受入れによる分断社会の発生を防ぐには企業が責任をもって

受入れることが必要。企業の倫理綱領作成を進めてはどうか。

■「エネルギー・原発問題」の国民的議論に向けて

⇒原発が良い悪いではなく、事実を国民へ周知する必要がある。

【主なご意見】
■「生活者としての外国人」の受入れ体制の構築に向けて
⇒教育の問題は喫緊の課題。こうした緊急性を要するものに
生団連が率先して取り組んで欲しい。

■「生団連 災害情報ネットワーク」の構築に向けて
⇒避難所での支援には「ジェンダー」の視点も必要。

第6回消費者部会



ニュースレター ※文中の肩書は、当時のものとなります。

【お問合せ先】
国民生活産業・消費者団体連合会(生団連) 松本 ☎：03-6833-0493 ✉：jimu@seidanren.jp
〒108-0075 東京都港区港南2-18-1 JR品川イーストビル8階 URL：https://www.seidanren.jp/

生団連HP 更新情報！

第6回ASU・Mo(雪印メグミルク株式会社)

福島県いわき市 被災地域訪問

11/28(木)、生活者と企業の直接対話の場「ASU・Mo」を開

催しました。 今回は雪印メグミルク株式会社にご協力いただき、

「酪農業界を取り巻く環境と乳の付加価値を高める取り組み」

をテーマにプレゼンテーションをしていただきました。

「酪農業界を取り巻く環境」については、生乳と乳製品の需給、

自給率等のご説明がありました。牛乳だけでなく、保存期間が比

較的長い乳製品もバランスよく製造していくことが年間を通した生

乳の需給の安定、ひいては酪農事業の安定にも繋がります。

また、「乳の付加価値を高める取り組み」については、内臓脂

肪を減らす機能性表示食品「ガセリ菌SP株ヨーグルト」や、北

海道産の生乳を100％使用することにこだわった「雪印北海道

100シリーズ」のご紹介をしていただきました。

プレゼンテーション後の商品試食・質疑応答では、参加者の皆

様が盛んに質問をされていたのが印象的で、活発な意見交換の

場になりました。

11/16(土)、一般社団法人ピースボート災害支援センターにお

声掛けいただき、台風19号で被害の大きかったいわき市へ訪問し

ました。いわき市では床上まで浸水した家屋が5,000棟を超えると

見込まれています。今回の台風では広域に渡って甚大な被害が

あったため、いわき市をはじめ地域災害

ボランティアが不足しています。

視察先では各地の空き地や公園など

が浸水によって使えなくなったであろう

災害ゴミで溢れていました。

家屋の再建や生活必需品の購入な

ど、復興にはまだまだ時間を要するであ

ろう現場を目の当たりにし、生団連とし

ての災害支援についても改めて検討・

行動を進めていくことを決意しました。

11月25日(月)、憲政記念館にて国際経済研究所と共催で定例勉強会を開催いたしました。今

回は衆議院議員の鷲尾英一郎先生に『二大政党政治を阻むものは何か』というテーマでご高話をい

ただきました。ご自身の民主党・無所属時代から自民党入党までのご苦労やその背景、熱い想いな

どを力強くご講演いただきました。

引き続き会員の皆様のご参加をお待ちしております。

2019.11.01 【メールマガジン】「生団連通信Vol.5」 夜間中学に訪問してきました
2019.11.08  【メールマガジン】「生団連通信Vol.6」 3つの課題別委員会を開催しました！
2019.11.14 【メディア掲載】 週刊新潮「佐藤優の頂上対決」にて小川会長のインタビュー記事が掲載されました！

シンポジウム「外国人労働者受入れと日本の未来
ー九州・日本の視点から」に参加！

生団連の会員でもある公益財団法人日本国際交流センター

共催のシンポジウムに参加して参りました。シンポジウムでは生団

連小川会長もメンバーである「外国人材の受入れに関する円卓

会議」の提言「在留外国人基本法」の紹介や、九州・福岡をモ

デルケースとして、留学生の受入れや卒業後の地元での就労に

おける課題、企業が外国人材をどう活用すべきか、地域としてどう

定着を促進していくかなど、将来のビジョンについての議論が交わ

されました。 ▼シンポジウムの様子

定例勉強会

▲災害ゴミで溢れる

公園の様子

▲試食の様子


